
この度は、KURADSHI.jpを通じて、当会の活動にご支援くださり心より感謝申し上げます。

いただいたご寄付は、日本の美しく豊かな自然を未来の子どもたちに引き継ぐための活動に
大切に使わせていただきます。

2018年03月31日現在

KURADASHI.jpをご利用いただいている皆様へ

寄付金額：¥113,120- （総額：¥893,310-）

皆様からのご支援で実施している赤谷の森（群馬県
みなかみ町）での絶滅危惧種イヌワシの保全活動。
赤谷の森では、今年度、2年連続でイヌワシの幼鳥
が巣立ちました。2年連続でイヌワシの幼鳥が巣立

つことはとても珍しいことです。巣立った幼鳥は地元
の小学校の生徒によって「きぼう」と命名され、大空
を舞っています。

日本の森の豊かさと生物多様性を象徴する野生動物「イヌワシ」。現在、日本のイヌ
ワシの個体数は５００羽程度と報告されており、生息環境の悪化が止まらず、絶滅の
危機が迫っています。
皆様からのご支援は、日本自然保護協会（NACS-J）が「赤谷の森」（群馬県みなかみ

町）で実施している、イヌワシの生息環境向上を目指す取り組みに継続的に活用させ
て頂いております。

http://www.nacsj.or.jp/inuwashi-times/
※イヌワシのことを学べる特設ウェブサイトです。あわせてご覧ください。

昨年巣立った幼鳥は、地元の小学校の子ど
もたちが「きずな」と名づけてくれました。

（撮影：上田大志）


